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(3) 7 kHz 帯域音声信号を，従来の3. 4kHz 帯域音声信号の場合と同一のピットレートで高品質に符号
化する帯域分割適応差分符号化法を提案し，その符号化特性を理論的に明らかにすると共に，符号化
アルゴリズムを具体的に与えている。
(4) 帯域分割適応差分符号化を適用した 7kHz 帯域音声信号相互間，および 7kHz 帯域音声信号と3.4
kHz 帯域音声信号との異種符号化音声信号の通信を可能とする音声信号加算方式を提案し，多地点間
音声会議通信システムの実現性を明らかにしているO
(5) 音声符号化装置間で音声のディジタル多重化伝送を行う場合に必須なフレーム同期について，同期
復帰時間の大幅な短縮を可能とするフレーム同期方式を提案し，その特性について理論的解析を行っ
ている。
以上のように，本論文は音声信号に対する高能率符号化法に関する新しい方式を提案し，その実現法，
応用を明らかにしたもので，通信工学，特に音声符号化法ならびに通信方式の発展に寄与するところが
大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
? ?
